
  

                                 

                                     

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西内野小学校 平成 2９年 2月 22日 №54 

地域教育コーディネーター 山岸 則子 八坂絵里子  

 

 

１学年 せいかつ 「むかしのあそび」 

 １月２６日（木）５限に、新中浜町内会六和会や

学校支援ボランティアさん２７名の方においでい

ただき、１年生がむかしのあそびを教えてもらいま

した。 

 この学習では、地域などの身近な方々から昔の遊

びを教えてもらい、地域や身近にはたくさんの人々

がいて、遊びをはじめとするいろいろな文化を伝え

てきていることに気付くことが目標です。 

当日は、学習参観ということもあり、保護者も一

緒に、「こま」「あやとり」「お手玉」「けん玉」の遊

び方を教えてもらいながら、楽しみました。 

 

 

ボランティアさんの感想 

★久しぶりに子どもと遊ぶことができました。 

ほめると、本当に喜んでくれて元気をいただきました。 

 

★楽しくて時間が過ぎるのが早かった。 

 

★幼い子どもたちが懸命に覚えようとする素直な心にうた 

れました。 

 

★元気の良い子どもさんの中で、けん玉を」一緒に遊びま 

した。すぐ覚える子が多くてうらやましくなりました。 

 

★来年はもっといろんな技ができるようにしたい。 

 

★一つマスターすると笑顔が見られて良かった。 

 

★子どもたちと楽しく遊ぶことができました。 

何もできなかった子が、１つできるようになると 

笑顔になり、嬉しかったです。 

来年もあれば練習してこようと思います。 

 

 

西っ子支え隊だより 
 

  

地域と学校パートナーシップ事業 
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昔の道具（３年生） 

 

地域と学校パートナーシップ事業推進会議 

子どもふれあいスクール運営委員会（２月 13日） 

大根調理（３年生） 

    

視聴覚室にて、地域と学校パートナーシップ事業

推進会議と子どもふれあいスクール（西っ子わくわ

くスクール）運営委員会が開催されました。 

この推進会議は、地域と学校パートナーシップ事

業実施校区に事業を推進する組織として設置されて

います。 

この会議では、「事業の推進方針に関すること」「事

業の実施と評価に関すること」「事業にかかわる情報

の発信及び地域住民や教職員等の啓発に関するこ

と」「その他、事業の推進に関すること」を話し合い、

今後の取組についてなど委員の皆さんで質問や意見

交換を行いました。 

 

◆地域と学校パートナーシップ事業推進会議 座長 

倉林正喜さん（西内野コミュニティ協議会会長） 

 

◆子どもふれあいスクール運営委員会 委員長  

若杉直美さん（西内野小学校 PTA会長） 

 

委員の皆様 

 ・西内野コミュニティ協議会会長 

・ＰＴＡ会長・副会長  

・内野中学校区青少年育成協議会会長  

・学校評議員  

・ＰＴＡ会長・副会長  

・西っ子支え隊、運営スタッフ１名 

・西内野地区民生児童委員協議会長 

・主任児童委員   

・西っ子わくわくスクール運営主任  

・西地区公民館  

・ひまわりクラブ職員  

・西コミュニティセンター運営委員長 

・新潟市教育委員会 地域教育推進課西区担当 

・内野小学校、内野中学校地域教育コーディネーター 

 ・西内野小学校校長、教頭、主幹教諭、 

地域教育コーディネーター 

  

防災教育（４年生） 

 

２月１４日（火）、１７日（金）地域にお住いの

防災士、副島尚子さん、藤田金五さん、消防士の 

苅部尚記さんをお迎えして、４年生の防災授業を行

いました。 

今年度西内野小学校は、防災教育指定校になって

いますが、次年度以降も地域と連携して防災教育を

すすめていく予定です。   

 

３年生の昔の道具の授業に、本

物の昔の道具を西っ子支え隊の

方々からお借りしました。 

火鉢、古銭、番傘、電話、炭消し

壺、わらじ、等々です。本物の道具

を見ることが、児童の学習に役立

っています。 

 

３年生の大根を調理

する授業に、包丁の安全

監視でボランティアさ

んに各班１名入ってい

ただきました。 


